
北播磨ビジョン委員会 「交流が広がる分科会 第９回」議事録 
 
日 時：令和３年２月２５日（木） １０時～１１時４５分 
場 所：兵庫県社総合庁舎 本館１階 入札室 
出席者：木多見・小島・長田・浅田・菅野（敬称略） 
 
 
１．開会あいさつ（木多見分科会長） 
 未来フォーラム参加御礼 （フォーラム参加者へ 4/25「子午線物語」講演会チラシ配布） 
 
２．討議 
  ①「子午線物語」講演会について 

 ・前回会議終了後、会場を下見したが、収容人数３０名とはいえかなり窮屈な印象。 

  蜜を避けるためにも、人数調整が必要。応募状況を見て今後検討。 

 ・スペースを広く取るため、机は置かず、メモを取りやすいようにバインダーを用意する 

 ・講座終了後、希望者は講師の先生と一緒に周辺の子午線スポットを見学。 

 ・「子午線こぼれ話（仮題）」として、講演内容から派生した内容でコラムを作成予定。 

 

  ②令和３年度の活動について 

 ＜案＞ 

 ・北播磨の 5 市町のそれぞれの特性を活かした「交流」を目指したい。 

 ・郷土料理を作る親子料理教室で世代間の「交流」を。 

 ・他分科会や、観光業界（旅の提案など）との参画や提案。 

 ・『鉄育（てついく）』 鉄道に乗って、その良さを体感してもらおう。 

 ・対外的（集客企画など）と内的（委員が中心になって学ぶ※）な取り組みの二本立て。 
 ※委員だけが学ぶのではなく、それを開示し共有することまでを目的とする 

 
 ＜次回の宿題＞ 
  令和 3 年度の活動について、具体案を考えてくる。 
 
 

以上 
 


